
1.3変数のための確率計算法

 a1,…,anの状態がある変数 Aについては状態が不確定であることを，確率分布 P(A)を用

いて以下のように示す．

xiはAが aiである確率．

 もし Bが b1,…,bnの状態をもっていたとすると，

表 1.1に例を示す．

 変数Aと Bの(ai,bj)に対し，P(A,B)はA=aiで B=bjである確率を示す．Aと Bは排他的

であり，包括的であるため，以下が成り立つ．

表 1.2に例を示す．

 式(1.1)を適用すると以下が成り立つ．
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 P(B)=(0.4,0.4,0.2)だとすると，表 1.2は表 1.1に対して，前述の公式を用いた結果とな

る．

 定理 1.3（変数の基本ルール）

別の変数 Cによって条件付けがされていれば，

となる．

 確率 P(A,B)の表から，Aの各状態 aiで起きる Bの結果を考慮し，確率 P(A)を算出する

ことができる．Aが状態 aiである場合がm通りあるとする．つまり，相互に排他であ

る(ai,b1),…, (ai,bm)があると，

となる．この計算をmarginalization（周辺化）といい，変数 Bは P(A,B)から周辺化さ

れたという（この結果 P(A)になる）．表記は，

となる．表 1.2から Bを周辺化すると，

となる．Aを周辺化すると，

となる．

 定理 1.4（変数のための Bayes’ルール）

別の変数 Cで条件付けされると，
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となる．

 前述のルールを P(A),P(B),P(A|B)に対して適用すると，表 1.4の P(B|A)が得られる．

 定義 1.3（変数の条件付き独立）

変数 Bの条件で以下が成り立つ場合，変数Aと Cは条件付き独立であるという．

今後は，P(A|C,B)=P(A|B)とも記す．

 B条件でAと Cが条件付き独立である場合，定理 1.3は単純化できる．

例えば，P(A|B)と P(C|B)（表 1.1と 1.5）を掛け合わせると，表 1.6の P(A,C|B)を
得る．
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1.3.1確率の表を用いた計算：例

 変数A，B，Cがあり，表 1.7の確率があるとする．A=a2，C=c1で P(B|a2,c1)の確率を計

算したいとする．

まずA=a2，C=c1の部分に注目すると，

となる．P(B|a2,c1)を計算するために定理 1.4を用いる．

式（1.2）からBを周辺化すると，

式（1.3）の割り算を行うと，

となる．
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 A=a2で P(B|a2,C)を計算したいとすると，

を用いる．P(a2,C)は表 1.8からBを周辺化することで得られる．

これを式（1.4）に代入すると表 1.9の結果を得る．
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